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＊
１ 

臨
時
財
政
対
策
債 

財
源
不
足
を
補
て
ん
す
る
た
め
平
成

一
三
年
か
ら
特
例
的
に
認
め
ら
れ
た

赤
字
地
方
債
。
（単
純
に
借
金
で
す
） 

＊
２ 

財
政
調
整
基
金 

「
基
金
」
と
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
預
貯
金
の
よ
う
な
も
の
。
財
政
調
整

基
金
と
は
、
特
定
の
使
途
を
決
め
ず
、

年
度
間
に
お
け
る
収
支
を
調
整
す
る

た
め
の
も
の
。 
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項目  対前年比 

市税 634億2576万円 ▲2.4％ 

内 個人市民税 265億6974万円 ＋0.04 ％ 

内 法人市民税 50億1900万円 ▲26.9 ％ 

内 固定資産税 238億1700万円 ＋1.7 ％ 

内 都市計画税   53億4800万円 ＋1.6 ％ 

 内 軽自動車税、市たばこ税 

入湯税、事業所税 
26億7201万円 ▲8.1 ％ 

譲与税・交付金 56億1400万円 ▲8.3 ％ 

使用料・手数料 22億9133万円 +1.5 ％ 

国庫支出金 147億1776万円 +22.4 ％ 

府支出金 48億7555万円 ▲3.9 ％ 

財産収入、寄付金、諸収入 29億4659万円 +0.3 ％ 

市債 54億4470万円 +5.2 ％ 

内 建設事業債等 29億4470万円 +78.1 ％ 

(＊1) 内 臨時財政対策債 25億円 +250 ％ 

（基金からの）繰入金 106億4300万円 +11.0％ 

(＊2) 内 財政調整基金繰入金 41億円 +5.1 ％ 

内 都市計画施設整備基金繰入金 4億1000万円 ▲82.8％ 

内 廃棄物処理施設整備基金繰入金 57億5000万円 +91.7 ％ 

内 公共施設整備基金繰入金 3億3000万円 前年なし 

歳入合計 1099億5868万円 +4.1％ 

気持ちも、すがすがしい新緑の季節です。 

皆様、いかがお過ごしでしょうか？ 

３月４日から２７日にかけて、平成２１年度の

予算審議を行いました。昨年秋以降の世界的な景

気低迷により、自治体の収入見込にも大きな影響

が出ています。下の表は、平成２1年度の一般会
計予算、歳入(収入)見込の内訳です。 

平成２１年度 一般会計予算 歳入（収入） 

予測を超えて市税・譲与税・交付金などの一般

財源が落ち込むため、発行しない予定だった臨時

財政対策債（赤字を補填するための借金）を２５

億円発行する提案がなされました。歳出(支出)に
ついて、例年以上に厳しい精査が必要です。 

次ページに、委員会の審議結果と中本の意見を

掲載していますので、ご覧下さい。 
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◆
予
算
審
議

予
算
審
議
◆ 

 (

抜
粋
） 
 

＊
財
務
部

＊
財
務
部  

計
算
す
る
と
、
平
成
二
〇
年
度

末
の
、
財
政
調
整
基
金
残
高
は
八

七
億
円
程
度
で
あ
る
。
平
成
二
一

年
度
に
四
一
億
円
を
取
り
崩
す

と
、
四
六
億
が
残
っ
て
い
る
。 

家
庭
で
言
え
ば
、
貯
蓄
を
残
し

て
借
金
す
る
状
態
。
借
金
を
す
れ

ば
利
子
の
支
払
い
が
生
じ
、
将
来

世
代
が
負
担
す
る
事
に
な
る
。
貯

蓄
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
現
役

職
員
の
危
機
感
も
薄
れ
る
。
先
に

貯
蓄
を
使
う
べ
き
で
は
な
い
か
？ 

 <

答
弁>

財
政
調
整
基
金
を
す
べ
て

取
り
崩
し
た
場
合
、
臨
時
財
対
策

債
を
発
行
し
な
れ
ば
平
成
二
三

年
度
の
予
算
が
組
め
な
い
。 

 

＊
政
策
推
進
部
・政
策
企
画
部

＊
政
策
推
進
部
・政
策
企
画
部  

来
年
の
市
政
七
十
周
年
事
業

に
、
三
五
〇
〇
万
円
余
り
の
予
算

が
提
案
さ
れ
た
。
な
ぜ
七
十
周
年

と
い
う
中
途
半
端
な
時
期
を
祝

う
の
か
？
い
く
ら
使
う
の
か
？ 

 <

答
弁>

五
十
周
年
事
業
の
半
額

余
り
を
予
算
と
考
え
て
い
る
た

め
、
二
年
間
で
ト
ー
タ
ル
一
億
七

千
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。 

＊
中
本

＊
中
本  

予
算
案
への
最
終
意
見

予
算
案
への
最
終
意
見  

  

（
抜
粋
） 

七
十
周
年
事
業
で
は
、
二
十
年

前
は
バ
ブ
ル
の
真
っ
盛
り
で
、
そ

の
時
期
を
基
準
に
予
算
を
組
む

こ
と
自
体
お
か
し
い
。
観
光
事
業

に
関
し
て
、
ま
ず
観
光
セ
ン
タ
ー

設
置
に
一
二
〇
〇
万
円
と
い
う

手
法
は
疑
問
で
あ
る
。
０
系
新
幹

線
を
操
車
場
跡
地
に
設
置
す
る

案
に
つ
い
て
も
提
案
が
唐
突
で
、

将
来
の
見
通
し
が
不
明
瞭
。 

今
年
は
、
「
第
２
期
財
政
健
全

化
計
画
」
を
策
定
す
る
年
、
に
も

か
か
わ
ら
ず
こ
れ
ま
で
の
事
業
評

価
や
、
事
業
仕
分
け
の
結
果
を
反

映
し
、
精
査
を
し
た
予
算
案
な
の

か
明
確
で
は
な
い
。 

み
ん
な
で
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

担
当
総
括
理
事
、
環
境
政
策
推

進
監
の
設
置
な
ど
役
職
が
増
殖

し
、
部
長
職
は
六
〇
名
以
上
と
、

権
限
、
責
任
の
所
在
が
曖
昧
に

な
っ
て
い
る
。
定
年
退
職
し
た
職

員
の
天
下
り
、
再
任
用
職
員
に

「
拠
点
創
造
支
援
審
議
会
」と
い
っ

た
役
職
名
を
つ
け
る
組
織
運
営
の

在
り
方
は
、
市
民
に
説
明
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。 

以
上
、
組
織
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、

市
長
の
組
織
運
営
の
あ
り
方
と
、

事
業
精
査
の
手
法
に
異
議
を
唱

え
本
予
算
案
に
反
対
す
る
。 

左
の
表
に
歳
出(

支
出)

に
関
し

て

内

訳

を

示

し

ま

し

た
。 

 

予
算
書
に
は
、
吹
田
市
で
行
う

事
業
ご
と
に
、
い
く
ら
費
用
が
か

か
る
か
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

を
も
と
に
審
議
し
ま
す
。
（
予
算

書
は
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
吹
田
市
の
情
報
公
開
課
で
も

閲
覧
で
き
ま
す
。
） 

議
員
は
四
つ
の
常
任
委
員
会
に

別
れ
、
担
当
分
を
詳
し
く
審
議
し

ま
す
。 

中
本
は
、
財
政
総
務
委
員
会
所

属
の
た
め
、
財
務
部
、
総
務
部
、
政

策
推
進
部
、
政
策
企
画
部
、
消
防

に
関
連
す
る
条
例
案
と
予
算
に
つ

い
て
審
議
し
ま
し
た
。 

 ◆
条
例
審
議

条
例
審
議
◆ 

予
算
案
に
先
立
ち
、
「
任
期
付
職

員
の
採
用
に
関
す
る
条
例
」
と
「
定

数
を
改
正
す
る
条
例
」
に
つ
い
て
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

人件費･･･職員給与、退職金、議員報酬などの経費 

物件費･･･臨時職員賃金、旅費、消耗品費、委託料などの経費 

維持補修費・・・市が管理する施設の修繕費などの経費 

扶助費･･･生活保護、就学、福祉医療など生活援助のための経費 

補助費･･･広域で実施する事業負担金や各種団体などへの補助金 

公債費･･･自治体が借り入れた地方債(借金)の返済にかかる経費 

繰出金・・・特別会計（国保、病院会計など）へ支出される費用 

平成２１年度一般会計予算 性質別歳出(支出)内訳  

項目  構成比 対前年比 

人件費 279億2295万9千円 25.4％ ▲ 1.5％ 

物件費 184億2817万7千円 16.8％ + 3.0％ 

維持補修費 25億1397万4千円 2.3％ ▲ 7.8％ 

扶助費 159億9646万2千円 14.5％ ▲ 0.4％ 

補助費等 91億0806万4千円 8.3％ + 4.9％ 

普通建設事業費 158億7802万5千円 14.4％ + 42.7％ 

公債費 79億7372万3千円 7.3％ + 4.2％ 

繰出金 116億5051万3千円 10.6％ ▲ 1.6％ 

＊
「任
期
付
職
員
の 

 
 
 

採
用
に
関
す
る
条
例
」 

委
員
か
ら
、
派
遣
切
り
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
今
、
な
ぜ
任
期
付

の
職
員
採
用
な
の
か
、
及
び
採
用

方
法
へ
も
疑
問
が
で
ま
し
た
。 

ま
た
、
採
用
を
国
勢
調
査
と
七

十
周
年
事
業
と
し
て
い
る
点
も
、

こ
れ
ま
で
何
度
も
経
験
し
て
い
る

国
勢
調
査
に
任
期
付
職
員
が
必

要
な
の
か
、
七
十
周
年
事
業
に
別

途
採
用
が
必
要
か
な
ど
、
質
問
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。 

 

＊
「定
数
を
改
正
す
る
条
例
」 

平
成
一
三
年
度
の
条
例
改
正

後
、
定
数
と
実
数
と
が
乖
離
し
て

い
る
も
の
を
現
状
に
合
わ
す
。
平

成
二
五
年
度
に
は
、
さ
ら
に
定
数

削
減
を
行
う
と
い
う
内
容
で
し

た
。
し
か
し
、
削
減
数
の
根
拠
と

現
場
と
の
合
意
、
正
職
員
と
非
常

勤
・
再
任
用
・
臨
時
職
員
と
の
仕

事
の
あ
り
方
な
ど
が
質
問
さ
れ
、

サ
ー
ビ
ス
低
下
を
招
か
な
い
か
と

の
心
配
の
声
が
出
ま
し
た
。 

 

結
果
、
こ
れ
ら
２
つ
の
条
例
案

は
、
理
事
者
（
市
長
）
か
ら
提
案
を

取
り
下
げ
た
い
旨
の
申
し
出
が
あ

り
、
成
立
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 
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質
問
質
問  関

西
初
の
自
治
体
版
情
報

誌
「
る
る
ぶ
尼
崎
」
は
、
当
初
２

万
３
千
部
を
発
行
し
、
そ
の
後

７
千
部
を
増
刷
し
て
い
ま
す
。 

自
分
の
住
む
ま
ち
の
魅
力
を

再
発
見
し
、
ま
ち
歩
き
観
光
を

誘
発
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
観

光
セ
ン
タ
ー
を
作
る
よ
り
も
、

ま
ず
は
ソ
フ
ト
の
情
報
を
集
め

る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
事
が
重

要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

そ
の
視
点
か
ら
情
報
誌
の
発

行
は
、
市
民
か
ら
情
報
提
供

い
た
だ
く
よ
い
機
会
と
な
り
、

ま
ち
の
再
発
見
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？ 

質
問
質
問  市

税
な
ど
の
増
収
が
見
込

め
な
い
状
態
で
、
歳
出
削
減
を

せ
ず
、
今
の
ペ
ー
ス
で
使
え
ば

平
成
二
二
年
度
、
も
し
く
は
二

三
年
度
に
は
基
金
も
底
を
つ

き
ま
す
。
職
員
の
危
機
意
識
と

行
政
改
革
へ
の
取
組
み
は
十
分

と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
？ 

質
問
質
問  

  

予
算
は
枠
配
分
に
よ
り
、
現

場
に
権
限
が
下
ろ
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
実
際
に
仕
事
を
し
て

い
る
現
場
が
動
き
や
す
い
よ
う

に
制
度
を
規
定
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？ 

職
員
定
数
は
、
課
ご
と
に
細
か

く
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
、
そ
れ
と
も
室
単
位
、
部

単
位
で
室
長
や
部
長
の
権
限

で
、
事
務
量
に
あ
わ
せ
柔
軟
に

対
応
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

答
え
答
え  

実
務
に
お
け
る
定
数
の
管
理
で

は
、
毎
年
度
当
初
、
所
掌
事
務
を

処
理
す
る
た
め
に
各
部
に
配
分
す

る
職
員
数
を
、
部
の
定
数
と
し

て
、
室
課
ご
と
の
職
員
数
の
内
訳

と
と
も
に
、
担
当
の
政
策
推
進
部

か
ら
各
部
へ
示
し
て
い
る
。 

各
部
は
、
配
分
さ
れ
た
定
数
の

範
囲
内
で
、
行
政
需
要
の
動
向
等

を
勘
案
し
、
定
数
管
理
担
当
と
協

議
の
上
、
必
要
に
応
じ
各
室
課
の

職
員
数
を
調
整
し
て
い
る
。 

限
ら
れ
た
人
的
資
源
で
あ
る
職
員

を
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
配
置

す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。 

答
え
答
え  

後
期
財
政
健
全
化
方
策
の
取
組

み
で
あ
る
、
職
員
の
削
減
、
給
与

構
造
の
見
直
し
な
ど
人
件
費
の
削

減
、
枠
配
分
型
予
算
制
度
の
導
入

と
、
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
の
実

施
、
新
規
・
拡
充
事
業
に
つ
い
て

は
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
に
よ

る
財
源
の
確
保
の
徹
底
、
さ
ら
に

は
職
員
体
制
再
構
築
の
取
組
な
ど

に
よ
り
、
全
職
員
に
本
市
の
財
政

状
況
の
厳
し
さ
が
浸
透
し
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。 

ま
た
、
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い

て
、
正
し
く
認
識
し
、
コ
ス
ト
意
識

の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
財
政
の

現
状
、
前
年
度
決
算
状
況
、
他
市

と
の
比
較
な
ど
、
総
合
的
に
財
政

健
全
化
方
策
を
学
ぶ
研
修
会
、
管

理
職
員
を
対
象
と
し
た
財
政
問

題
研
修
会
を
実
施
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
予
算
編
成
方
針
を
全

職
員
に
通
知
し
、
本
市
の
財
政
状

況
の
周
知
を
図
っ
て
お
り
、
今
後

と
も
、
職
員
へ
の
啓
発
を
図
っ
て
い

き
た
い
。 

答
え
答
え  観

光
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
Ｊ

Ｒ
吹
田
駅
の
改
札
を
出
た
と
こ
ろ

で
、
目
に
付
く
と
言
う
好
立
地
条

件
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
街
を
回

遊
し
て
も
ら
う
た
め
の
様
々
な
情

報
発
信
が
、
よ
り
効
果
的
に
行
え

る
も
の
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
吹

田
の
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
吹
田
駅

で
、
乗
客
に
降
り
て
み
た
い
ま
ち

と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
仕
掛

け
作
り
も
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

Ｐ
Ｒ
誌
に
つ
い
て
は
、
市
民
自
ら

が
発
見
し
た
市
内
の
観
光
名
所
、

名
産
、
名
店
な
ど
地
域
の
魅
力
を

紹
介
す
る｢

あ
ル
ッ
ク
吹
田｣

の
別

冊
を
、
市
民
・
大
学
生
・
市
職
員
の

産
官
学
協
働
で
市
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市長は今後、観光協会の設置も考

えているようです。私は、今回のよ

うに観光センター設置という箱づく

り、形だけを整えるより、中身をしっ

かりと作っていくこと。尼崎市のるる

ぶ発行のように話題性を呼ぶ施策

を実行するほうが、より 

効果的だと考えます。 
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と き：７月１２日（日） 午前９：00～午後５：00ごろ 
場 所：北淡震災記念公園（震災の語り部による体験談あり） 
       http://www.nojima-danso.co.jp 

    あわじ花さじき 
       http://www.awajihanahaku.or.jp 

参加費：4５00円程度（昼食代込み）先着順 ＊子どもさんも同じ料金となります 

申込み：FAXまたはEメールで6/３0(火）までにお申し込みください。 
お名前、ご住所、電話番号をお知らせください。 

    参加の方には追って詳細をご連絡いたします。 

    FAX 06-6878-1452 / Eメール nakapon315suita@nifty.com 

中本みちこ会計報告(H2１/1月-3月) 
議員報酬 1,950,000      前月繰越金 448,944 
内訳 ●650,000×3ｶ月 

     

支出    2,066,903 

事務所   生活費 750,000 

家賃 265,500 （25万円＊3ヶ月） 

光熱費 8,482 税金 319,800 

通信費 155,694  保険・年金 347,100 

人件費 37,000 

事務雑費  49,842  

活動費 58,165 繰越金 232,041 

交通費 75,320 積立金 100,000 

 

＊＊なんでも市民相談＊＊  
お気軽にお越しください！ 

 

５月27日(水)午前 10時～ 15時 
  

（その他の日程をご希望の場合は、お電話をください。 

  留守の場合は、お手数ですがメッセージを録音して 

下さい。） 

 前回、２月は５件の市民相談をいただきました。 

 

吹田いきいき市民ネットワーク議会だより No.55 2009年4月発行 

毎年実施しております、いきいき市民視察バスツアー。 

日常生活で薄れがちな危機意識。今年は、兵庫県南部地震で出現 

した野島断層を見学し、地震に備える大切さを考えたいと思います。 

また、淡路島では「あわじ花回廊構想」をもとに、心癒す花の名所づくり

が進められています。「あわじ花さじき」を見学します。  

いきいき 

市民視察 

 中本が議員になって、６年が経過しました。 

毎回「議会だより」で議会の内容を報告しております

が、２００９年の３月、５月議会の報告を中心に、改めて 

市民の皆さんに市政報告会を開催いたします。 

初の試みです。是非ご参加ください。 

日時 ： ６月７日(日）午前１０時～１２時 

場所 ： 亥の子谷コミニティセンター 

      ３階 会議室 

 

 


